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第６学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

 

研究主題（市教研算数部主題） 

数学的に考える資質・能力を育むための算数学習のあり方 

 

１ 単元名 分数÷分数 

 

２ 単元について 

（１）学習内容    

  本単元は、学習指導要領第６学年の内容 A「数と計算」の（１）「分数の乗法，除法」に関する事項

を身に付けることができるよう指導するために設定された単元である。 

  児童は、第５学年までに整数及び小数の四則計算について計算の意味に着目し、計算の仕方を考え

たり、それらを日常に生かしたりする学習をしてきている。そうした学習を基にして、第６学年では、

分数の除法の計算の仕方を考え、その計算ができるようにすることや数の意味と表現、計算に関して成

り立つ性質に着目し、多面的に捉え、計算の仕方を考える態度や能力を高めていく。 

  分数の除法の意味については、小数の除法の計算の考え方を基にして、除数が分数の除法の意味に

ついて理解できるようにする。除法の意味は、B を「基準にする大きさ」、ｐを「割合」、A を「割合

に当たる大きさ」とするとき、割合を求める場合（A÷B=ｐ）と基準にする大きさを求める場合（A÷

ｐ=B）の二つが考えられるが、いずれにしても乗法の逆であると捉えられるようにすることが大切で

ある。 

  また、分数の除法については、分数の意味表現に着目したり、除法に関して成り立つ性質に着目した

りして、分数の除法について多面的に捉えて、計算の仕方について、児童が工夫して考え出せるように

する必要がある。分数の意味や表現に着目することとは、分数の意味に基づいて
ａ

ｂ
を

１

ｂ
×ａと捉えたり、

ａ÷ｂを
ａ

ｂ
とみたり

ａ

ｂ
をａ÷ｂとみたりするなど分数を除法の結果と捉えたりすることなどである。

計算について成り立つ性質などを使って計算の仕方を考えることは、抽象度が高く、児童によってわか

（１）分数の乗法及び除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること 

  （ア）乗数や除数が整数や分数である場合も含めて，分数の乗法及び除法の意味について理解す

ること。 

（イ）分数の乗法及び除法の計算ができること。 

（ウ）分数の乗法及び除法についても，整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解する

こと。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  （ア）数の意味と表現，計算について成り立つ性質に着目し，計算の仕方を多面的に捉え考える

こと。 
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りにくいということがある。そのような場は、適宜、面積図などの図を使って考えさせることも大切で

ある。 

  本学級の児童は、学習塾で計算の仕方を予習している児童が多い。算数の学習中は、答えを発表する

ことはできても、なぜそうなるのかという説明はできない傾向にある。そのため、普段の学習の中で計

算の仕方や立式の根拠を筋道立てて考え、説明をする活動を繰り返し行うことで数学的な見方、考え方

を伸ばしていきたい。本時では、
１

３
dL で

３

５
㎡ぬれるペンキ、１dL でぬれる面積を求める場面の立式の

根拠を説明する活動を通して（分数）÷（単位分数）の除法の意味について理解することを目標として

いる。大半の児童は、わる数が分数であることに違和感を覚え、この場面を具体的に想像することは難

しいと考えられる。また、計算の仕方を予習している児童は、わる数を逆数にしてかければ答えが出る

ことを知っていて
３

５
÷
１

３
は

３

５
×３である、という数量の見方にとらわれている可能性が高い。そこで、

導入で本時の問題と同じペンキで壁を塗る場面を使って、既習の（分数）÷（整数）の立式を行い、言

葉の式でこの場面における除法の式を確認することで、問題把握のときには言葉の式に当てはめて立

式することで式が
３

５
÷
１

３
になるのではないか、という見通しをもたせることができると考える。問題把

握後には、前単元までに活用してきた数直線図や関係図などの図を使うとより具体的に数量を捉える

ことができるのではないか、という見通しをもたせることで、児童は自分が考えやすい方法を選択し、

立式の根拠を考えていく。比較検討では、自分の考えをもった上で友達の説明を聞いて、自分の考えと

共通するところや違うところを考えていくことで比例の関係や計算に関して成り立つ性質に着目する

ことができるだろう。比較検討を経て、図を使って数量の関係を具体的かつ多面的に捉え、より明確な

立式の根拠の説明を考えることで、本時の目標を達成することを目指していく。 
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（２）既習との関連  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第２～４学年 分数 

○
１

２
、

１

４
などの簡単な分数 ○分数の概念と表し方○分割分数、量分数、数として

の分数 

○同分母分数の加減計算（真分数） 

○真分数、仮分数、帯分数 

○同分母分数の加減計算（仮分数、帯分数を含む） 

分数（１）    

○約分や通分、異分母分数の加減 

分数（２） 

〇わり算の商としての分数、分数倍 

第５学年 

分数×整数、分数÷整数 

○分数と整数の乗除 

分数×分数 

〇分数をかける計算や逆数につい

て、その意味や仕方 

第６学年 

図を使って考えよう     

○相殺の考え、置換の考え 

割合 

〇割合の意味と求め方、百分率の意味 

分数÷分数 

〇分数でわる計算の意味や計算の

仕方 

〇割合を表す分数 

中学 1 年 

比とその利用 

〇比を使った割合の表し方 

正の数、負の数 
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３ 単元の目標 

 ○分数でわる計算の意味を十分に理解し、計算することができる。（知識及び技能） 

 ○分数でわる計算の意味や仕方を、筋道立てて考えることができる（思考力・判断力・表現力等） 

 ○分数でわる計算に進んで取り組もうとしている。また、分数のわり算を活用して、いろいろな問

題を解決しようとする。（学びに向かう力、人間性等） 

 

４ 指導計画（１０時間扱い） 

 時数 ねらい・学習内容 評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度 

分
数
で
わ
る
計
算 

１ 

本時 

(分数)÷(単位分数)の場面を式に表し、除
法の意味について考え、理解することが
できる。 

・
３

５
÷
１

３
の式を立て、立式の根拠を説明す

る。 

 図を使うなどし
て数量の関係に
着目し、分数でわ
る式の意味を考
えたり説明した
りしている。 

(観察・発言) 

 

２ (分数)÷(単位分数)の計算の仕方を考える
ことができる。 

・
３

５
÷
１

３
の計算の仕方を考える。 

・
３

５
÷
１

３
の計算の仕方を図などを使って

説明する。 

 除法の性質をも
とにして、計算の
仕方を考えたり
説明したりして
いる。 

(発言・ノート) 
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 ３ (分数)×(分数)の計算の仕方を考え、理解
することができる。 

・
３

５
÷
２

３
の計算の仕方を考える。 

・(分数)÷(分数)の計算の仕方をまとめ
る。 

(分数)÷(分
数 )の計算
の仕方を理
解 し て い
る。 

(ノート) 

  

４ (帯分数)÷(分数)や(整数)÷(分数)の計算
をすることができるようにする。 

・帯分数を含む計算の仕方を考える 

・(整数)÷(分数)、(分数)÷(整数)の計算の
仕方を考える。 

(帯分数)÷
(分数)、(整
数)÷(分数)

の計算がで
きる。 

(ノート) 

  

５ 小数と分数が混合したかけ算の仕方を理
解し、その計算ができる。 

・小数や整数を分数に直して、分数と小数
や整数の混合計算に取り組む。 

小数を分数
に直して。
乗除計算が
できる。 

(ノート) 

  

６ 被除数と商の大小関係を調べ、除数の大
きさによることを理解する。 

・商とわられる数との大小関係は、除数が
分数のときにも成り立つことを確かめ
る。 

・除数に着目し、商の大きさを判断する。 

 除数の大きさをも
とに、商の大小関
係を判断してい
る。 

(ノート) 

 

練
習 

７ 学習内容を確実に身に付ける。 

分
数
の
わ
り
算
を
使
っ
て 

８ 時間や道のりが分数で表された速さに関
する問題を解くことができる。 

・分数で時間が表された場合や、速さが分
数で表された場合の問題を解く。 

  分数のわり算
を適用して、問
題解決しよう
としている。 

(ノート・発言) 

９ 数量が分数で表された場面で、割合を求
めることができる。 

・割合を求め、分数を使って表す。 

 図や式を使って、
２つの数量の割合
を考えたり説明し
たりしている。 

(発言・ノート) 

 

１０ 割合や数量が分数で表された場面で、基
準量を求めることができる。 

・割合が分数で表された場合の基準量を
求める問題を解く。 

割合や数量
が分数で表
された場合
の基準量を
求めること
ができる。 

(ノート) 

  

学
び
の
ま
と
め 

１１ 学習内容の理解を確認する。 
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５ 本時の指導 

研究仮説 

 

（１）育成する資質・能力 

  ○既習と関連付けて除法の意味について考え、（分数）÷（単位分数）の場面を式に表せることを理

解し、説明することができる。 

   

（２）働かせる数学的な見方・考え方 

  ○小数で学習した、比例の関係を根拠にした立式や、乗法及び除法に関して成り立つ性質に着目し、 

(分数)÷(単位分数)の式の意味について説明する。 

 

（３）数学的な見方・考え方を働かせるための手立て 

〈手立て〉 立式の根拠を具体的に説明するための工夫  

  ① 式の働きの意識付け 

   児童の実態調査により、本学級の児童は立式することよりも計算することを重視している児童が

多い。そこで、本時は、小学校学習指導要領解説算数編 p48 の中に示されている式の働きの中で「（ア）

事柄や関係を簡潔、明瞭、的確に、また一般的に表すことができる。」という式の働きを児童に意識

させたい。式は「数学の言葉である」と言われるように、式にすることで日常の事柄における数量や

その関係を数学的に表すことができる。この式のよさに気付いていない児童は「
３

５
×３でよいのでは

ないか。」という考えで終わってしまうと考えた。 

   そこで、式の働きを意識付けるために、前単元「文字と式」「分数×整数、分数÷整数」「分数

×分数」において数量の関係を意識しながら式を立てる活動や、式からそれに対応する具体的な場

面をよむ活動を取り入れる。（p10 表１：下線部） 

 

 ② 分数の単元を通した図の活用 

  本時で目標としている、除法の意味を理解することは、ある児童にとっては抽象的でわかりにくい

ことがある。そこで、式と図を関連付けて考えることで児童の理解を深めたい。 

本時で扱う図の中で、数直線図や関係図は、第５学年までに小数のわり算や単位量あたりの大き

さ、割合、速さの学習で使ってきている。第６学年では、本単元の前に「分数×整数、分数÷整数」

「分数×分数」の学習で数直線図や関係図に加えて、面積図を使って計算の仕方を考える活動を行

う。本時までに、それぞれの図の特徴を理解した上で目的に応じて表現方法を選択する活動を積み重

ね、児童自身が目的意識をもって図を使うことができるよう、分数の単元を通して「なぜこの図を使

うのか。」ということを問い返していく。（p10 表１：○、△、□） 

  ○数直線図：２つの数量の関係を２本の数直線で表したもの。数量の大小関係や比例の関係がわか

りやすい。  

学習内容や手立てを工夫すれば、数学的な見方・考え方を働かせることができ、児童

の数学的に考える資質・能力を育むことができるだろう。 
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  △関係図 ：数量の関係を矢印を使って表したもの。数量同士が何倍かなどの数量の関係がわかり

やすい。 

  □面積図 ：数量の乗除の関係を長方形や正方形の形で表現した図。単位量あたりの面積とペンキ

の量の積がわかりやすい。 

表１ 

 

  ③ グループでの話し合い活動 

本時の目標は、既習と関連付けて除法の意味について考え、（分数）÷（単位分数）の場面を式

に表せることを理解し、説明することである。普段の学習や生活の中で、児童はわかっているつもり

でも友達に説明をしようとすると言葉が出ず、説明することができないという場面が多く見られる。

そのため、全員が自分の言葉で説明する活動を取り入れることで理解を促したい。 

立式場面では、これまでの既習事項や言葉の式から、ほとんどの児童は式が
３

５
÷
１

３
になることに

気付くと予想される。しかし、立式の根拠を問われると、わる数が分数であるため、具体的なイメー

単元名 時数 式の働きを意識付ける活動 

文
字
と
式 

１，２，３ ・Xや yを使って数量を式に表す。 

５ ・ある数量を Xとしてつくった式から、具体的な事柄をよみ取る。 

６ ・ある数量を aとしてつくった式から、面積をどのように考えて求めたかを 

 よみ取る。 

分分 

数数 

÷× 

整整 

数数 

１ ・（分数）×（整数）の立式をする。 

・数直線図や関係図を使って数量の関係に着目して立式の根拠について、説明

する。（○、△） 

・面積図を使って（分数）×（整数）の計算の意味を説明する。（□） 

２ ・（分数）÷（整数）の立式をする。 

・数直線図や関係図を使って数量の関係に着目し、立式の根拠について説明す

る。（○、△） 

・面積図を使って（分数）÷（整数）の計算の意味を説明する。（□） 

分
数×
分
数 

１ ・言葉の式を基に、（分数）×（単位分数）の立式をする。 

・数直線図や関係図を使って数量の関係に着目し、立式の根拠について、説明

する。（○、△） 

２ ・面積図を使って（分数）×（単位分数）の計算の意味を説明する。（□） 

３ ・数直線図や関係図を使って数量の関係に着目し、かける数が単位分数でない

場合でも（分数）×（分数）の式に表せることを理解し、立式をする。 

（○、△） 

・面積図を使って（分数）×（分数）の計算の意味を説明する。（□） 

８ ・面積図を使って長方形の面積の求め方を説明する。（□） 

９ ・分数で表された時間について、関係図を使って立式の根拠を説明する。（△） 
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ジをもつことができず戸惑う児童もいると考える。少人数で話し合う活動を取り入れることで、一人

一人が話しながら自分の考えを整理することができ、考えがまとまっていない児童でも、グループの

中で友達の説明に質問をすることで理解が深まると考えた。話し合いの中で、友達の考えとの共通点

や相違点を見付けることを通して、より明確に立式の根拠を理解していけるようにしたい。  

 

（４）本時の目標 

○既習と関連付けて除法の意味について考え、（分数）÷（単位分数）の場面を式に表せること

を理解し、説明することができる。 

 

（５）本時の評価規準 

  ○図を使うなどして数量の関係に着目し、分数でわる式の意味を考えたり説明したりしている。 

【思考・判断・表現】 

（６）展開（１／１１） 

過

程 

学習活動と内容 

・児童の反応 

○指導や支援の手立て ◆評価 資料・教具 

問

題

把

握

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の素材を知り、立式する。 

 

 

 

 

・式は
３

５
÷
１

３
になると思うけど、分数で

わることなんてできるのかな。 

・よくわからないから、簡単にして
１

３
dL

を整数にして考えてみたいな。 

・２dLで
３

５
㎡ぬれるペンキ、と考えると

１dLでぬれる面積を求める式は 

 
３

５
÷２になるね。 

・３dL にすると
３

５
÷３になるよ。 

・ことばの式にすると 

ぬれる面積÷ペンキの量=１dL でぬれる面積

になっているから、今回の式は
３

５
÷
１

３
に

なるんだね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○式の構造に気付きやすくするため

に、立式が難しいときには整数に変

えて考えることを助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○わる数が分数になったときにも立

式することができるよう、言葉の式

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

３
dL で

３

５
㎡ぬれるペンキがあります。このペンキ１dL でぬれる面積を求め

る式をかきましょう。 
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自

力

解

決

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分数でわる式は初めてだね。本当にこ

の式でいいのか不安だな。 

３ 本時の学習問題を確認する。 

 

 

４ 解決方法の見通しをもつ。 

・図を使って説明したいな。 

・数直線図を使えば説明できそうだ。 

・関係図にかいて数の関係を調べてみよ

う。 

・面積図で考えてみようかな。 

 

５ 
３

５
÷
１

３
の式になるわけを考える。 

・数直線を使って考える。 

● 

 

 

 

■ 

 

 

 

 

★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関係図を使って考える。 

● 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○解決方法の見通しをもつことがで

きるよう、掲示物や前単元のノート

を振り返るよう促す。 

 

 

 

 

○立式の根拠を説明することができ

るよう、図のみでなく説明の言葉も

考えながら活動するように助言す

る。 

○図をかくことができない児童には、

前単元でかいた図の中から、2 つの

数量の関係がわかりやすいものは

どれであったかを振り返るよう助

言する。 

○わり算の式として捉えることがで

きない児童には、式の働きを確認

し、問題文にある事柄や数量の関係

に着目しやすくなるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前単元まで

に用いた図

の掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

５
÷
１

３
の式になるわけを考え、説明しよう。 

０ １ １

３
 

３

５
 

□ 

×３  

０ １ １

３
 

□ 

×
１

３
  

÷
１

３
  

３

５
 

×
１

３
  

÷
１

３
  

×３  

０ １ １

３
 

３

５
 

□ 

×
１

３
  

×
１

３
  

１dL 

 

１

３
dL 

×３ 
３

５
㎡ □㎡ 
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比

較

検

討 

①

10 

分 

 

 

 

■ 

 

  

 

 

 

★ 

 

  

 

 

 

・面積図を使って考える。 

● 

   

   

   

   

   

 

 

 

・□を使った式で考える。 

 ★ □×
１

３
＝

３

５
 

   □＝
３

５
÷

１

３
 

 

６ グループで説明し合う。 

・図をかいてみたら
１

３
を 1にするには３

倍すればいい。式は
３

５
×３になる。（●） 

・１dL を
１

３
倍すると

１

３
dL。ペンキの量

とぬれる面積は比例しているので、１

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1 人あたりが話す時間を確保する

ため、３人１グループで活動をす

る。 

○班員全員が立式の根拠を説明でき

るように話し合うことを指示する。 

○考えがまとまっていない児童には、

友達の説明を聞いて考えを整理し

ていけばよいことを助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 
１

３
 

２

３
 １ 

×３  

１dL 

 

１

３
dL 

×
１

３
 

３

５
㎡ □㎡ 

÷
１

３
  

÷
１

３
  

１dL 

 

１

３
dL 

×
１

３
 

３

５
㎡ □㎡ 
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比

較

検

討

② 

７

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

dL でぬれる面積（□）を
１

３
倍すれば

３

５

になる。でもそこからどう説明すれば

いいかわからない。（■） 

・１dL を
１

３
倍すると

１

３
dL。ペンキの量

とぬれる面積は比例しているので、１

dL でぬれる面積（□）を
１

３
倍すれば

３

５

になる。だから□を求めるためには
３

５

を
１

３
でわればいい。（★） 

・●の考え方では、３倍の関係にしか気

付けない。■や★の考え方をすれば
１

３

倍の関係にも気づけた。 

・★の考え方では、かけ算の逆がわり算

という考えを使っている。この考え方

をすれば
１

３
でわることが見えてくる。 

 

７ 全体で立式の根拠を確認する。 

・１dLから
１

３
dL は×

１

３
すればいいので、

１

３
dL から１dL になるには÷

１

３
すれば

よい。だから
３

５
÷
１

３
になる。 

・ペンキの量とぬれる面積は比例してい

るね。 

・数直線図でも関係図でも、数の関係を

右向きだけじゃなく左向きにも見る

と÷
１

３
が見えてきた。 

・面積図ではペンキの量の数はわかりや

すいけど数の関係わかりにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図を使うなどして数量の関係に着

目し、分数でわる式の意味を考えた

り説明したりしている。 

（思考・判断・表現） 

 

 

○立式の根拠を全体で確認するため

に、図に数量の関係を矢印で書き込

みながら説明するよう指示する。 

○比例の関係に着目することができ

るよう、ペンキの量が÷
１

３
になると

きにぬれる面積も÷
１

３
になるわけ

を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数直線図 

関係図 
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ま

と

め

５

分 

 

振

り

返

り

３

分 

８ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

９ 振り返りをする。 

・数直線図を使って関係を整理したら、

わり算の式になる理由がわかった。 

・かけ算の逆がわり算になるという決ま

りは、わる数が分数でも使えることが

わかった。 

 

○本時で明らかになったキーワード

をもとに児童の活動を言語化して

表す。 

 

 

 

 

○今日の学習を通して、わかったこと

やポイントを自分の言葉でまとめ

る。 

 

 

数を整理して図にかき、比例の関係を見つけることで、わる数が

分数になってもわり算の式に表すことができる。 


